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原因別 年間死亡数と確率

年間死亡確率年間死者数原因

1/12,500,00010クマによる死亡

1/7,350,00017ハチ刺殺

1/416,667300山岳遭難

1/153,000816水難事故

1/416,667300殺人

1/165,000755労働災害

1/58,2002152熱中症

1/25,7004866浴槽での溺死

1/46,9902663交通事故
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全産業平均と比較し、木材・木製品・製造業の死傷年千人数は約5倍
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自己紹介
2023年４月、有限会社二和木材に入社。

施設管理・安全管理者として3年目。

前職は、建設業に20年以上従事。

地場工務店にて、一般木造注文住宅の営業。
病院や学校など公共工事の大工工事・造作家具・木製建具等の設計・
施工。
木材に触れる機会も多く、製材所と直接取引することも。
特に印象に残っているのは、秋田杉の準不燃含侵加工や製材について
門脇木材様に学んだり、愛媛の共栄木材様に出向いて瀬戸内の焼杉
文化を学んだこと。
また建設業としては先進的なDX活用で建物設備の保守メンテナンス

一元管理。

野川 浩之
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秋田県産杉材200X30㎜の焼杉を使った市立角
館総合病院の竣工写真
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先進的なDX活用で建物設備
の保守メンテナンス一元管理

7



会社概要

・所在地:
岩手県滝沢市後268番地56

・設立:1972年12月7日
・資本金:2,000万円
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事業内容

・造林・育林（山林管理）

・素材生産・丸太生産

・製材・木材チップ製造

・県産材の安定供給

（カラマツ・スギ・アカマツ）



安全のための「２つの柱」

1. 無災害の「継続」

2. 職場環境の「改善」
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安全活動開始の背景

月1回の一斉清掃
安全パトロール
安全大会
毎日の朝礼
KY活動

“通常業務”
として定着

建設業:管理側・作業側の役割が明確
「脚立使用禁止」などの現場の作業性より
管理都合優先になりがち

組織的な安全管理が徹底されている
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「安衛則は、先人の血で書かれた文字である。」
Safety rules are written in blood.

※安全分野で語り継がれてきた言葉

木材産業の労働安全面での課題

・安全対策が「組織」でなく「個人」頼り

・OJT（実地研修）という名の口頭伝承

・手順書と実際の現場作業との乖離

まず 「仕組みづくり」 の開始
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ご協力いただいた専門家の皆様

●公益財団法人 いわて産業
振興センター様

トヨタ式5Sの改善指導

●独立行政法人労働者健康安全機構
岩手産業保健総合支援センター様

リスクアセスメント、環境測定、

特殊健診の指導

●近隣市役所、国・県の道路管理課 滝沢
消防署、セコム様

行政対応（近隣住民、雪害、雨水など）
消防訓練、消防設備の指導

●東北電気保安協会様、東北電力ネットワーク様

電気トラブルや電線周辺の樹木伐採の相談

●公益財団法人 岩手県予防医学協会様

煤塵・騒音の環境測定

専門家の知恵を借りながら「安全を仕組みとして回す」を実践 14



具体的な取り組み
・過去に起きた事故、ヒヤリハットの洗い出し
危険度の高いものから順番に対応

・５Ｓ活動「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「しつけ」の実施

・リスクアセスメント、聞き取りを経ての危険の見える化

基本に立ち返った安全活動を
きちんと継続すること 15
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おわりに

安全とは
「全員の意識」と「仕組み」の
両輪がそろって初めて機能する。
意識は人が担い、
仕組みは組織が担うそうです。
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ご清聴、ありがとうございました
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